
熊本大学工学部 附属革新ものづくり教育センタ ー 平成24年度 年次報告書

材料科学スキルアッププロジェクト ー導入教育の強化ー

1 . はじめに

熊本大学マテリアノレ工学科は工学系の中で、も， 素材
開発とそのプロセッシングを教育研究の対象としてお
り， 学科のアドミッションポリシーを参考にして入学

した学生は， 少なからず 「ものづくりJに興味を持っ

ているはずである． 近年， 高校までの教育課程では試
験問題のパタ ーン化とそれに対するマニュアノレ暗記が

受験勉強の大半を占めているものの， 本来学生の持つ
「ものづくり」への関心を呼び覚ますフ。ログラムが重

要と考え， マテリアノレ工学科で、は1年生の段階で実験
などの手を使う「ものづくり」を通じて新入生に想像
力と創造性を身につけるきっかけを与える導入教育科
目を設定している．

2. マテリアル工学科における導入教育
平静24年度のマテリアル工学科の導入教育科目は

以下のとおりである．

01年前期： 「入門セミナー 」

4年間の教育体系，学習教育目標， 勉学態度と基
本的姿勢について理解させる．

01年前期 「マテリアノレの世界」
マテリアル工学の最先端技術について各教員の
立場からわかりやすく照会し，基礎からの勉学の

動機付けを与える．
01年前期．「マテリアノレ工学基礎」

高校まで余り馴染みのなかったマテリアノレ工学
の基本的な事項について解説し，以降の講義への
勉学の動機付けを与える

01年後期 「実践！ものづくりJ
材料設計，材料プロセッシングにおいて必須とな
る，基本的な物性測定と学生の興味を喚起するも
のづくりという2つの軸を基本に実験項目が構
成されている． ものづくりに関するテーマは 「た

たら製鉄j 「カ ーボンナノチューブ」「酸化物超伝
導体の作成」などがあるが，「たたら製鉄」は2005
年に最初の試行を行い，それ以降，本科目の1項
目として，続けてきており，アンケー 卜調査や成

績調査においてある程度以上の教育効果を確認
している

以上の導入科目は毎年同様に実施しているが， 毎年，
何らかの新しい試みを取り入れており， 今回は次の事
項について報告する

・ たたら製鉄と温度測定による成功率の向上
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マテリアノレ工学科 小塚敏之， 横井裕之， 安藤新二

実践ものづくりにおける新実験項目の導入
以下にそれぞれについて簡単に照会する．

3. 火の国たたら2 0 1 2
. 10月4日（木）「火の固たたら2012」説明会

同時期に開講している「熱力学基礎」で学んでいる
基礎学問の1つの応用として 「たたら製鉄Jでの砂鉄
の還元を説明する」ことで， 実験と講義の連携を強化
している． 原理を理解し， 具体的な小型たたら炉の構
成をイメ ー ジすることで， 炭切りや砂鉄収集等の地味
な作業に対するモチベー ションを高めた．

· 11月 白川河川敷で砂鉄採集
昨年夏の白川の水害の影響で， 以前まで砂鉄を採集

していた河川敷の様相が大きく変化しており， 砂鉄最
終作業は例年通り行ったものの， 結果として， 採集量
は6kgにとどまった．
· 11月 熱電対の作成

自分自身の手で実験を行うことを主眼におき， 2年
前から熱電対の作製も行っている． 「実践！ものづく
りJの1項目として熱起電力の測定を行っており， そ

の具体的な応用例としてたたら炉での活用と実際に熱
電対の作製を自身で行うことにより， ものづくりへの
関心を喚起させた. TAの指導により1年生が熱電対
の溶接風景を図1に示す．

図1 学生自身による熱電対の溶接

· 12月6日（木） 特別講演「たたら製鉄の歴史と

ものづくり精神」 本学名誉教授 千葉 昂
本学名誉教授の千葉先生による講義で古代のたたら

を現代によみがえらせた職人たちのビ
、
デ

、
オを使って，

ものづくりへの興味と厳しさを教授した．






